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研究室の⽬標
とくに⽇本における企業および企業活動の役割、また個⼈や政策との関係について理論
と実証の両⾯から検証し、経済構造に関する知⾒を深める。

主な関⼼
・⽇本経済と企業活動の関係
・経済構造の⾰新における企業の役割
・⾦融政策の波及構造
・⾦融システムと企業⾦融
・経済環境の変化と企業の⽣産性、雇⽤

メッセージ
私のところでは、現実の社会経済に関する問題意識と学術的なアプローチの接点を⾒出
し、それらを発展させることに重点を置いています。現実社会への好奇⼼と学術研究へ
の理解の両⽅が必要となる、取り組みがいのあるプロセスといえます。経済と企業、そ
して社会の関係を理解したい、探求してみたいという学⽣を歓迎します。
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(％ﾎﾟｲﾝﾄ ：「良い」－「悪い」)

大企業

中堅企業

中小企業

資料）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」 注）調査対象および規模区分は同調査の定義による （年/ 四半期）

業況判断DI ： 全産業
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(％ﾎﾟｲﾝﾄ ：「過剰」－「不足」)

大企業

中堅企業

中小企業

資料）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」 注）調査対象および規模区分は同調査の定義による （年/ 四半期）

雇用人員判断DI ： 全産業
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(％ﾎﾟｲﾝﾄ ：「楽である」－「苦しい」)

大企業

中堅企業

中小企業

資料）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」 注）調査対象および規模区分は同調査の定義による （年/ 四半期）

資金繰り判断DI ： 全産業
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(％ﾎﾟｲﾝﾄ ：「緩い」－「厳しい」)

大企業

中堅企業

中小企業

資料）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」 注）調査対象および規模区分は同調査の定義による （年/ 四半期）

金融機関の貸出態度判断DI ： 全産業


